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「熱現 象 を扱 う場 の 理論 とそ の 応 用」

熱現象 を扱 う場 の 量子論 とその 応用

は じめ に

熱現 象 を 扱 う場 の 量 子論 （い わ ゆ る多体 問題 とそ の 拡 張 ）の 整 備 、拡充 の 必 要

性 が 、 近 年 た い へ ん 高 ま っ て い ます 。 しか も 、 そ れ は広 い 分 野 に 渡 っ て お り 、

統 計 力学 や 物性 多体 問題 は 言 う に 及 ぼ ず 、 宇宙 初期 の 問題 、
ブ ラ ッ ク ・ホ ー

ル の 熱 統 計 力学 、 宇 宙 を 扱 う場 の 量 子 論 （曲 が っ た 時 空 間 の 場 の 量 子論 ）、 有

限 温 度 の ス ト リ ン グ や ス ー パ ー ・ ス ト リ ン グ の 理 論 と そ の 宇 宙 と の 関 わ り 、

原 子 核 等 有 限 多 体 系 、 非 平 衡 系 を 扱 う場 の 量 子 論 、 さ ら に は そ の 数 学 的 基 礎

付 け の 問題 な ど に も及 ぶ もの で す 。 しか し
、 正 面 か ら こ の 問題 を 取 り上 げ た

会 議 や 研 究 会 は ほ とん ど行 わ れ て お り ま せ ん 。

　 こ の 、 研 究 者 同 志 も文 献 を 通 して し か 互 い を 知 ら な い 状 況 を 是 正 し 、 今

ま で の 各 分 野 で の 成 果 を紹介 し て 今 後 の 問題 点 を 浮 き彫 り に しよ う と い うの

が 、 こ の 研 究 会 の 目的 で す 。 具 体 的 に は 、

1，熱 平 衡系 に 於 け る 方法 論 と そ の 応 用

2．非 平 衡 系 に 於 け る 方 法論 と そ の 応 用

3，物 性 、 多 体 問題

4．原 子 核 、 有 限 多体 問題

5，量 子 色 力学 （QCD）の 統 計 力学

6．宇 宙 初期 の 問題

7．紐 （St，rings ）、 ブ ラ ッ ク ・ホ ー ル 、 重 力

の 各分 野 で す 。

　 な お 、
ユ990 年 の 夏 に 、 筑波 大 学 で 同様 の 趣 旨 の 国際 ワ

ー ク シ ョ ッ プ （The
2nd　Workshop 　on 　TheTmal 　Field　Theories　and 　Their　Applications）が 開 催

さ れ ま し た 。 有 限温 度 、 非 平 衡 、 散 逸 と い う キ ー ・ワ
ー ドの も と に 、 約 80

名 （うち 30 名 を 越 え る 国外者 ）の ア ク テ ィ ヴ な第 一 線 の 研 究者 が 一 同 に 会

し 、 た い へ ん 実 り多 い 議 論 が 行 わ れ ま した 。 内外 の こ の よ う な 動 き の 中 、以

上 の 各分 野 で 活 躍 中 の 研 究 者 の 多 い わ が 国 で 、 そ の 準 備 段 階 と して こ の 研 究
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会 を 開 い た こ と は た い へ ん 有 意義 で 、 ま た 、 基 研 の 研 究会 と して も適 切 な も

の と考 え て い ま す 。 願 わ くば 、 と もす る と H 本 人 研 究 者 に 多 い 研究 分 野 の セ

ク シ ョ ナ リ ズ ム を 無 く し て 、 以 上 の よ う な 広 い 視野 に た っ た 研 究 が さ ら に 盛

ん に な れ ば と 願 っ て お り ま す 。 国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ の プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス が 、

Therm α9・Fiegd　Theories（North−Holland　Pub ．1991）と して 出 版 さ れ ます 。 興

味 の あ る 方 は 、 ぜ ひ ご 覧 くだ さ い
。

（文 責 、 有 光 敏 彦 ）
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